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お

冬の寒い日に、ぬくぬくとさす

日の光に当って暖を楽しむことを

「日向ぼっこ」といいます。

子どもたちは、 きようも日向ぼ

っこをしながら、元気に「おしく

らまんじゅう」をしています。

梅のつぼみ､がふくらみ､、さわや

かなウグイスの声も聞こえます。

気候はまだそう暖かくならない

のに、 どこかに春の気配を強く感

じられるきようこのごろです。蕊聾

蕊蕊灘
蕊蕊

鍵

蕊蕊議 蕊擬
おしくらまんじゅう 押されて泣くな ＝本町で写す＝
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（2）市 報 は ぎた か（2月号）

昨
年
の
中
頃
か
ら
、
石
油
危

機
に
は
じ
ま
っ
た
生
活
物
資
の

不
足
や
物
価
の
異
常
な
高
騰
の

た
め
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
な
不
安
に
と
り
か
こ

ま
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

対
応
し
て
、
適
確
な
情
報
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
苦
情
や
相
談
を
積
極
的
に

取
り
あ
げ
て
処
理
し
、
市
民
生

活
安
定
を
図
る
た
め
、
昨
年
十

二
月
二
十
五
日
に
市
生
活
安
定

緊
急
対
策
本
部
が
、
市
長
室
内

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
は

も
ち
ろ
ん
国
全
体
の
も
の
で
あ

無
駄み

弾
〆
呼
蕊

圭
任
酉
貝

ん
な

迷
惑

雲り
、
当
市
だ
け
で
解
決
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ

た
く
し
た
ち
の
生
活
安
定
は
、

あ
る
程
度
わ
た
く
し
た
ち
の
力

で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

市
民
の
み
な
さ
ん
も
現
状
を
よ

く
認
識
い
た
だ
い
て
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

壷
黒
職
蕊
王
翰
職
猟
鯛
難

熱
溌
瀧
掘
籟
識
議

生
活
必
需
品
で
、
値
上
が
り

が
あ
る
、
不
足
だ
と
い
わ
れ
る

商
品
は
、
早
い
う
ち
に
買
い
だ

め
し
て
お
こ
う
と
す
る
の
は
人

淫

鴬
市
生
活
安
定
緊
急
対
策
本
部
を
設
置

〃

崖
一

、
剖
珸
酔

妙
￥
．
・
ず
、
謡 I室
1

情
で
す
。

し
か
し
、
買
い
だ
め
は
個
人

の
損
だ
け
で
は
な
く
、
値
上
げ

を
助
長
し
、
買
い
だ
め
を
で
き

な
い
人
た
ち
に
対
す
る
加
害
者

に
も
な
り
ま
す
。

〃
価
格
は
、
需
要
と
供
給
の
力

関
係
に
よ
っ
て
き
ま
る
″
と
い

う
原
則
を
再
確
認
し
、
デ
マ
や

口
車
に
の
ら
な
い
、
か
し
こ
い

消
費
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
よ

う
で
す
。

戦
後
、
わ
た
く
し
た
ち
の
生

活
は
、
電
気
・
石
油
製
品
な
ど

の
普
及
に
よ
っ
て
確
か
に
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
便

利
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
多
少
の

消
費
は
か
ま
わ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
。
「
一
ミ
の
山
に
う
ず
も
れ

て
も
、
あ
る
い
は
安
全
が
そ
こ

な
わ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
資
源
か
な
く
な
れ

ば
、
そ
の
便
利
性
は
失
な
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す

む
か
し
か
ら
、
浪
賀
が
美
徳

で
あ
っ
た
た
め
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
あ
た
り
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
消
費
者
が
「
ど
ち
ら

塗
講
態
蕊
蕊
蕊
識

蕊
篝
繧
蕊
鍾
蕊
議

勅
価
対
策

を
選
ぶ
の
か
」
「
わ
た
く
し
の

生
活
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
生
活
の
考
え
方
を
確
立
す

る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

節
電
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

電
力
の
八
十
・
〈
－
セ
ン
ト
は

石
油
（
ほ
と
ん
ど
は
輸
入
）
で

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

輸
入
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

不
要
の
電
力
は
で
き
る
だ
け

節
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
力
の

不
足
は
、
物
資
の
不
足
と
物
価

の
高
騰
に
つ
な
が
り
ま
す
。

石
油
な
ど

資
源
の
節
約
を

石
油
な
ど
は
、
わ
た
く
し
た

ち
の
日
常
生
活
に
は
か
か
せ
な

い
資
源
で
す
。
地
球
の
資
源
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
暖
房
な
ど

で
も
で
き
る
だ
け
節
約
し
て
く

だ
さ
い
。

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
に
よ
る
不
要

不
急
の
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
は
、

で
き
る
だ
け
自
粛
す
る
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
・

ゴ
ミ
の
再
利
用
を

考
え
よ
う

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し

ま
う
不
用
品
の
中
に
も
、
再
生

最
近
の
物
資
不
足
と
物
価
高

騰
に
関
す
る
み
な
さ
ん
の
苦
情

相
談
を
お
聞
き
す
る
た
め
に
、

市
本
部
で
は
市
民
相
談
室
、
を
窓

口
と
し
ま
し
た
の
で
、
ご
遠
盧

す
れ
ば
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

る
は
ず
で
す
。
古
新
聞
、
古
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
あ
き
カ
ン

一
升
ピ
ン
な
ど
、
定
期
的
に
ま

と
め
て
古
物
商
に
買
い
上
げ
て

も
ら
う
な
ど
、
ぜ
ひ
再
生
の
方

向
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
粗
大
。
コ
ミ
の
中
に
は

ま
だ
使
え
る
家
具
や
自
転
車
な

ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
も

う
一
度
身
の
ま
わ
り
を
振
り
か

え
り
、
む
だ
を
な
く
す
よ
う
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
法
律
は
、
国
民
生
活

の
安
定
を
目
的
た
し
、
生
活

関
連
物
資
の
価
格
が
異
常
に

上
昇
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

買
し
め
、
ま
た
は
売
り
惜
し

ゑ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は

そ
の
物
資
を
政
令
で
指
定
し

そ
れ
を
お
さ
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
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生
活
関
連
物
資
の
買
し

め
及
び
売
り
惜
し
み
に

対
す
る
緊
急
措
置
に
関

す
る
法
律

（
昭
和
妃
年
７
月
６
日

公
布
）

こ
の
た
め
、
調
査
や
勧
告

や
立
入
検
査
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
違
反
し
た

者
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
二
月
一
日

現
在
指
定
さ
れ
た
品
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
大
豆
、
大
豆
油
、
大
豆
油

か
す
、
丸
太
、
製
材
、
合
板

綿
糸
、
綿
織
物
、
医
療
用
、

ガ
ー
ゼ
、
羊
毛
、
楠
毛
糸
、
杭

毛
織
物
、
生
糸
、
絹
繊
物
、

灯
油
，
チ
リ
紙
関
係
、
揮
発

油
、
軽
油
、
液
化
石
油
ガ
ス

重
油
、
印
刷
用
紙
、
洗
剤
、

砂
糖
、
醤
油
。

な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
三
’
二
二
一
内
線
二
三
三
）

市
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は

県
の
生
活
対
策
本
部
に
連
絡
し

て
処
理
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
象
な
さ
ん
が
直

接
、
連
絡
・
相
談
し
て
も
け
つ

こ
う
で
す
。

（
水
戸
二
四
’
八
九
二
）

ま
た
、
県
消
費
セ
ン
タ
ー
で

も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

（
水
戸
’
二
四
’
四
七
二
二
）

そ
の
ほ
か
、
県
で
は
は
が
き

や
封
書
の
窓
口
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
私
書
箱
を
設
置
し
ま
し

た
の
で
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

郵
便
番
号
三
一
○
’
九
一

水
戸
郵
便
局

私
書
箱
第
一
○
０
号

茨
城
県
庁
御
中

－722－



(3) 市報 た か は ぎ (2月号）

石
油
問
題
、
物
価
の
異
状
高

騰
と
騒
然
と
し
た
中
で
新
し
い

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
け
さ
も

早
朝
か
ら
洗
剤
を
買
う
た
め
、

く
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
に

並
ぶ
行
列
を
窓
の
外
に
見
る
に

つ
け
、
市
民
生
活
安
定
対
策
本

部
を
設
置
し
な
が
ら
、
自
治
体

の
椛
限
や
能
力
で
は
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
流
通
と
物
価
の
動

き
に
、
も
ど
か
し
さ
を
感
ず
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

石
油
問
題
は
、
い
く
ら
か
好

’ ！
鞍
雑
役
随
腱

市県民税の申告は 黒め{号
1

朔：15甘ま;;で:箔忘れ瀞〈

入
談
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
告
者
に

２
月
加
日
か
ら

人
で
す
。
有
利
な
「
諸
控
除
」
が
認
め
ら

諦
潅
申
告
の
出
張
相
談

給
与
の
ほ
か
に
少
し
で
も
所
れ
ず
、
税
の
負
担
が
重
く
な
り

得
の
あ
る
人
は
申
告
し
て
く
だ
市
県
民
税
ば
か
り
で
は
な
く
、

受
付
時
間
は
い
ず

さ
い
。
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
市
。
県
民
税
の
申
告
の
方
法

○
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人
る
人
は
、
保
険
税
の
分
ま
で
余
な
ど
の
出
張
相
談
を
、
次
の
よ
げ
希
唖
錘
許
罐
三
時

一
、
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
分
な
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
う
に
行
な
い
ま
す
か
ら
、
近
く
下
君
田
公
民
館

申
告
を
し
た
人
ら
な
く
な
り
ま
す
。
の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
横
川
公
民
館

一
三
三
三
二
一
三
一
三
三
三
一
一
三
一
三
一
一
一
一
一
三
三
三
三
一
一
三
三
一
一
三
一
三
一
三
一
三
三
三

三
三
一
一
三

一
三
三
三

一

三

三

三

二

三

三

三

三

一

一

三

若

栗

公

民

館

］
副
Ｆ
、
し
，
Ｉ
鈴
一
〃
こ
、
ノ
。
、
｜
」
』
華
．
、
【
》
《
卜
‐
に
詫
一
《
く
１
－
｛
員
ｐ
●
｜
，
｜
｜
こ
コ
フ
↓
《
、
／
ｔ
』
損
卜
大
韮
公
美
箔

暮
れ
以
来
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
べ
く
し
て
迎
え
た
第
二
の
試
練

受
付
時
間
は
い
ず

に
も
、
ま
た
ひ
と
り
ひ
と
り
の
の
き
び
し
い
現
実
を
教
訓
と
し

〃
が
火
厳
Ｘ
、
一
生
活
観
の
上
に
も
、
卓
量
な
教
て
、
行
政
体
も
住
民
も
一
体
と

訓
を
得
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
っ
て
、
人
間
愛
を
基
調
と
し

転
の
一
き
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
も
た
と
え
ば
、
元
来
資
源
の
乏
し
た
真
の
生
き
方
を
追
求
し
な
が

の
の
、
昭
和
四
十
九
年
は
あ
ら
い
国
で
あ
り
な
が
ら
、
知
ら
ぬ
ら
、
社
会
不
安
の
解
消
と
生
活

ゆ
る
面
で
き
び
し
い
試
練
の
年
間
に
「
節
約
は
美
徳
」
と
い
う
秩
序
の
建
設
の
た
め
立
ち
あ
が

と
な
り
そ
う
で
す
。
わ
た
く
し
昔
か
ら
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
生
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
も
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
活
教
訓
か
、
あ
ら
た
め
て
強
調
き
び
し
い
条
件
の
も
と
で
市

冷
静
に
判
断
し
な
が
ら
で
き
る
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
民
生
活
向
上
の
た
め
、
解
決
し

限
り
の
力
を
尽
し
て
、
市
民
生
な
異
状
な
こ
と
が
起
き
る
時
代
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
多
く
の

活
の
不
安
解
消
の
た
め
努
力
を
を
過
ご
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
問
題
を
か
か
え
た
昭
和
四
十
九

傾
け
た
い
上
思
い
ま
す
。
つ
い
先
ご
ろ
ま
で
、
経
済
の
豊
年
で
す
が
「
意
志
あ
れ
ば
道
通

人
間
は
、
順
調
な
時
よ
り
は
か
さ
と
は
う
ら
は
ら
に
心
に
貧
ず
」
の
信
念
を
も
っ
て
、
市
民

逆
境
に
立
つ
時
、
は
じ
め
て
真
し
さ
が
嘆
か
れ
て
お
り
ま
し
た
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
勇
気
と

実
味
の
あ
る
生
き
方
を
見
い
だ
が
、
わ
た
く
し
は
、
現
在
の
事
希
望
を
も
っ
て
こ
と
し
も
前
進

し
が
ち
な
も
の
で
す
が
、
昨
年
態
が
敗
戦
後
の
日
本
が
迎
え
る
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
岫
○
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に

Ⅲ
間
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
正
し
く
申
告
川
申
告
の
最
終
期
限
は
、
三
月

叩
し
て
納
得
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
川
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
期
限
ま

叩
申
告
害
は
二
月
十
日
ご
ろ
各
世
帯
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
Ⅲ
ぎ
わ
に
な
り
ま
す
と
、
た
い
へ

○
申
告
の
必
要
な
人
二
、
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
ん
こ
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
で
き

こ
と
し
の
一
月
一
日
現
在
、
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
、
市
る
だ
け
早
め
に
申
告
し
て
く
だ

高
萩
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
役
所
に
提
出
し
て
あ
る
人
さ
い
。

昭
和
四
十
八
年
中
（
一
月
か
ら
三
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
な
お
、
市
・
県
民
税
の
申
告

十
二
月
ま
で
）
に
給
与
、
営
業
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
を
さ
れ
た
人
は
、
個
人
事
業
税

農
業
そ
の
他
の
事
業
、
株
式
の
○
申
告
を
し
な
い
と
の
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ

配
当
（
少
額
配
当
を
除
き
、
分
め
ん
ど
う
だ
か
ら
と
か
、
忘
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

帥
配
当
を
含
む
）
、
不
動
産
雑
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
申
告
を
し
申
告
書
の
受
付
け
、
相
談
は

現
象
は
、
国
際
的
に
も
国
内
的
の
時
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
市
役
所
税
務
課
（
電
話
三

’
二
二
一
内
線
一
三
一
ｊ
二

一
五
番
）
で
行
な
い
ま
す
。

○
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑
②
社
会
保
険
料
の
領
収

書
（
国
保
税
・
国
民
年
金
を
含

む
）
③
医
療
強
の
領
収
書
④
生

命
保
険
簡
易
保
険
証
書
ま
た
は

領
収
書
⑤
給
与
所
得
者
は
源
泉

徴
収
票

れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す

上
君
田
公
民
館
２
月
即
日

下
君
田
公
民
館
２
月
即
日

横
川
公
民
館
２
月
即
日

若
栗
公
民
館
２
月
即
日

大
能
公
民
館
２
月
型
日

中
戸
川
公
民
館
２
月
副
日

関
口
公
民
館
２
月
幻
日

北
組
公
民
館
２
月
虹
日

南
組
公
民
館
２
月
型
日

下
組
公
民
館
２
月
配
日

下
手
綱
公
民
館
２
月
配
日

高
戸
公
民
館
２
月
弱
日

秋
山
下
公
民
館
２
月
弱
日

秋
山
中
公
民
館
２
月
調
日

山
手
公
民
館
２
月
妬
日

島
名
公
民
館
２
月
泌
日

石
滝
公
民
館
２
月
妬
日

安
良
川
公
民
館
２
月
幻
日

消
防
団
第
２
分
団
詰
所
（
駅
東

地
区
）
２
月
幻
日

春
の
火
災
予
防
運
動

二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十

三
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防
運

動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

「
隣
に
も
声
か
け
あ
っ
て
よ
い

防
火
」
の
統
一
標
語
の
も
と
に

◎
老
人
、
子
ど
も
、
病
弱
者
等

の
就
寝
場
所
の
安
全
点
検
◎
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ぱ
こ

の
防
止
◎
外
出
、
就
寝
前
の
火

の
元
点
検
◎
百
貨
店
、
病
院
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
安
全

避
難
◎
車
輌
・
林
野
の
火
災
予

防
◎
一
戸
に
一
基
の
消
火
器
を

の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

－723
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ざはか（2月号〉
一

物
価
か
あ
が
れ
ば
と
き
、
こ
れ
に
見
合
っ
て
す
ぐ

年
金
額
も
あ
が
る
年
金
額
・
を
引
き
上
げ
る
「
物
価

国
民
年
金
は
、
生
活
水
準
な
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
と
り
い
れ
ま

ど
が
変
わ
る
に
つ
れ
て
、
五
年
し
た
。

に
一
度
の
年
金
額
の
改
正
が
あ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
物
仙
上
昇

り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
に
負
け
な
い
年
金
、
安
定
し
た

で
、
物
価
の
上
昇
が
あ
っ
て
も
価
値
が
維
持
さ
れ
る
年
金
と
な

年
金
の
価
値
が
さ
が
ら
な
い
よ
つ
た
わ
け
で
す
。

へ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ぺ
、
、
、
、
『
、
、
×
、
ぺ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ぺ
ぺ
、
『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＼
式
、
、
ベ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
詳
謡

ノノ

ノ ノ

”
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
始
め
て
加
入
す
る
人
は
、
昭
”

／／

／ノ

”
か
ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一
和
四
十
五
年
六
月
に
さ
か
の
”

／

／

首
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
開
ぼ
っ
て
、
保
険
料
を
納
め
易

ノノ

ノ／

淵
岻
誰
嶬
軸
墾
峨
雄
獅
嘩
礪
も
趣
輝
鮮
緋
“
吻
囎
鰄
玩

／ ／

ノノノ

鯉
軸
壺
榊
卿
御
釧
純
純
縣
凧
計
醒
錐
謝
詮
廿
垂
細
回
坤
蒜

／

ノノ

ノ

ノノ

〃
い
る
人
な
ど
）
は
、
国
民
年
ｈ
“
て
い
な
い
人
は
、
六
十
五
歳
》

ノ

ー
ｌ
ヨ
〃

蝋
醗
縦
難
澱
聯
時
》
班
難
聴
雛
鯲
踊

ノノ

ノノ

ノノ／

〃
な
り
ま
し
た
。
勿

声
ｌ
〔
●
柵
）
す
。
ノ

ノ ／

／

”
こ
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
ｒ
ｌ
ま
だ
手
続
き
さ
れ
な
い
人
〃

ノノ

癖
の
は
、
月
九
百
円
の
保
険
料
は
、
早
め
に
申
し
出
て
く
だ
”

／

〆

妙
を
五
年
間
納
め
た
場
合
で
す
さ
い
。
抄

″
／

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ミ
、
き
ぷ
ミ
ミ
、
、
、
、
§
、
雨
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
電
さ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ゞ
ミ
ミ
、
、
、
ふ
ミ
、
、
、
、
飛
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ベ
、
、
、
、
、
、
、
幹

岬
最
近
、
老
後
の
生
活
保
障
と
し
て
の
柱
と
な
る
国
民
年
金
へ
Ⅲ

皿
の
期
待
と
関
心
が
、
た
い
へ
ん
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
‐

川
そ
う
い
う
中
で
、
今
回
国
民
年
金
制
度
の
全
面
的
な
改
正
が
Ⅲ

Ⅲ
国
会
で
成
立
し
、
年
金
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
物
価
ス
ラ
イ
叩

Ⅲ
ド
制
の
採
用
な
ど
、
生
活
で
き
る
年
金
を
目
的
と
し
た
新
し
い
叩Ⅲ

叩
年
金
時
代
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

一
拠
出
年
金

一
琿
韮
唯
》
稲
睦
峰
鋤
釧
窄
誠
》

年
金

物額
価の

ス大

i欝
製壼
採げ
用

夫
婦
で
五
万
円

年
金
が
実
現

老
齢
年
金
に
つ
い
て
桑
る
と

ほ
ん
ら
い
の
年
金
で
あ
る
二
十

五
年
と
十
年
年
金
が
、
い
ま
ま

で
の
二
・
五
倍
、
五
年
年
金
か

三
・
二
倍
の
大
幅
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〃
夫
姉
五
万
円
年
金
″
と
い
わ

れ
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
、
夫

婦
で
国
民
年
金
に
加
入
し
、
定

額
保
険
料
と
附
加
保
険
料
（
所

得
比
例
）
を
あ
わ
せ
て
二
十
五

年
納
め
ま
す
と
、
ひ
と
り
で
二

万
五
千
円
、
ふ
た
り
分
あ
わ
せ

る
と
月
五
万
円
を
受
け
ら
れ
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
現
在
の
計

算
上
の
は
な
し
で
、
今
後
も
改

定
が
加
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
の

で
、
実
際
に
は
さ
ら
に
多
い
年

金
の
額
に
な
り
ま
す
。

給
付
の
改
善
で

保
険
料
も
改
定

国
民
年
金
は
、
加
入
し
て
も

保
険
料
を
納
め
な
く
て
は
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
保
険
料

を
納
め
忘
れ
た
り
、
怠
っ
た
り

す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
給
付
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
必
ず
納
期
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料

も
年
金
額
の
大
幅
引
き
上
げ
に

と
も
な
い
、
こ
と
し
の
一
月
分

か
ら
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
。○

定
額
保
険
料
九
百
円

○
附
加
保
険
料
四
百
円

未
納
保
険
料
の

特
例
納
付
が
で
き
ま
す

保
険
料
は
、
納
期
ま
で
に
納

め
な
い
で
二
年
を
過
ぎ
る
と
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
ん
ど
の
改
正
で
納
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
保
険
料
を

月
額
九
百
円
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
取
り
扱
い
は
昭

和
五
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
で
才
ノ
。

雪
一
一

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人

こんなによくなる国民年金（月額）

昭和48年12月まで 昭和49年1月から

月20．000円

月1 2，500円

月 8‘000円

莫施別郡

納
年
年

付
金
今
》金金

月
月
月

円
円
円

０
０
０

０
０
０

０
０
５

８
５
２

年
年
年

５
０
２
１
５

⑬
年
１
川
か
畠

金
金
金
金
金
金

岬年年

Ｆ
年
句
年
年

年
を

子

．
年
年
子
母
児
鮒

害
母
準
迪
か

一
０

０

１

－
１
５

老
令
年
金
附
障
遺
族
が
受
け
る
年
金

拠
出
年
金
（
保
険
料
を
納
め
る
年
金
）

附力|I年金

準母子年金

週児年金

夫蠅25年納付の例

夫定額分 8，000円

妻定額分 8．000円
夫所得比例分 4．500円

夫姉で 20,000円

夫婦25年納付の場合

夫定額分 20‘000円
妻定額 20,000円
夫婦附加年金1 0，000円

夫婦で 50‘000円

帽
年
１
［
川
か

老
齢
福
祉
年
金
は

月
五
千
円
に

老
齢
福
祉
年
金
は
、
明
治
四

十
四
年
四
年
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
七
十
歳
に
な
る
と
も

ら
え
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

月
額
三
千
三
百
円
が
五
千
円
に

引
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
所
得
制
限
の
大
幅
な

緩
和
、
二
級
程
度
の
障
害
の
人

に
も
年
金
が
、
戦
争
公
務
に
よ

る
扶
助
料
も
中
尉
ま
で
だ
っ
た

の
が
大
尉
ま
で
全
額
支
給
さ
れ

は
、
こ
の
機
会
に
納
付
し
て
、

年
金
の
受
給
樅
を
確
保
し
ま
し

ｒ
生
』
勾
ノ
。

ｑ
ｑ

ｆ
ｆ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

ｐ
β

１
８

１低
低

党
封

血
血

級
級

１
２

吋
月

月25,000円
月20‘000円福

祉
年
金

卿
年
１
月
か
偶

月20,000円

子が2人以上のときは第2
子が800円,第3子から400円
力' 1算

月 8,400円

子が2人以 このときは第2子
から1人400円加算

月20．000円
｣こが2人以上のときは第2

子が月800円,第3･』亀から
400円加算

月 8，400円

子が2人以上のときは第2子
から1人につき400円加算

老令年金の半額

1 0.000円～52､000円

老令年金の半額

1 7．0〔〕0円～52，000円

月 5.000円

月 7，500円

E亡一時金

月 3,300円

目 5．000円

老令福祉

障害偲祉

母子福祉

年

年

年

金

金

金

幅
年
畑
月
か
ら

（
加
算
額
は
四
九

年
一
月
か
ら
）

福
る
》
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
た
に
老
齢
特
別
給
付
金

国
民
年
金
の
拠
出
制
に
年
齢

的
な
関
係
で
加
入
で
き
な
い
で

し
か
も
満
七
十
歳
（
障
害
者
六

十
五
歳
）
に
な
る
ま
で
、
老
齢

福
祉
年
金
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
〃

谷
間
″
に
お
か
れ
た
方
た
ち
に

老
齢
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
明
治
三
十
九
年
四
月
一
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
現
在

六
十
七
歳
１
六
十
九
歳
台
の
ご

老
人
で
、
今
回
の
改
正
で
昭
和

四
十
九
年
一
月
か
ら
月
四
千
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

祉
年
金

ｊ
第
ら

は
か

き
子

円
と
５

０
の
第

月 41300円
子が2人以上いるときは第2

子から1人400円加算

月 6，50
子が2人以上
2子が800円
400円加算

（
準母子福祉年金

本人所得制限

扶養義務音所得Mill限
6人肚怖

公的‘;F金受給制限
戦争公務の年金
一般の年金

年 38万円

年 250万円

中尉まで全額支給

年 6万円

年 43万円

年 600万円

大尉まで全額支給

年 10万円

月
月
月
月

５
叩
叩
１

錘
ら
年
ら
年
ｂ
年
ら

、
５
斗
ｎ
Ｏ
２
（
Ｕ
１
ｑ
》
乃

４
力
４
力
４
力
４
力老令特別給付金 月 4，0，0円
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昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
、
市

町
村
の
普
通
税
と
し
て
特
別
土

地
保
有
税
（
二
種
類
）
が
で
き
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
む
ず
か
し
い
土
地

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
総
合

的
な
土
地
政
策
の
一
環
と
し
て

税
制
の
面
で
進
め
た
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
土
地
の
投
機
的
取

得
が
お
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

保
有
に
対
し
て
課
す
る

特
別
土
地
保
有
税

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以

降
に
土
地
を
取
得
し
た
人
で
、

そ
の
面
積
が
五
千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
所
有
し
て
い
る
人
、
な

お
、
こ
の
保
有
に
か
か
る
税
は

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
ま
す
。

取
得
に
対
し
て
課
す
る

特
別
土
地
保
有
税

昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
以

降
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
ま

で
に
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
土
地
を
取
得
し
た
人
に
か
か

る
税
で
す
。

税
額
の
計
算

土
地
の
取
得
価
額
が
課
税
標

準
額
に
な
り
ま
す
。

①
保
有
に
対
し
て
課
す
る
保
有

税
率
は
、
百
分
の
一
。
四
（
た

だ
し
当
土
地
に
係
る
固
定
資

産
税
を
控
除
す
る
）

②
取
得
に
対
し
て
課
す
る
保
有

税
率
は
、
百
分
の
三
（
た
だ

土
地
政
策
の
ひ
と
つ

繩
年
窄
特
別
土
地
保
有
税
が

し
当
該
土
地
に
係
る
不
動
産

取
得
税
を
控
除
す
る
）

こ
の
税
は
申
告
納
付

次
の
よ
う
な
区
分
で
、
申
告

害
を
提
出
し
税
額
を
納
め
て
く

だ
さ
い
。

①
保
有
に
対
し
て
課
す
る
特
別

土
地
保
有
税
は
、
そ
の
年
の

五
月
三
十
一
日

②
取
得
に
対
し
て
課
す
る
特
別

こ
と
し
の
四
月
か
ら
、
児
童

手
当
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
が
ひ

ろ
が
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
十
八
歳
末
満

の
児
童
を
三
人
以
上
育
て
て
い

て
、
そ
の
う
ち
に
十
歳
末
満
の

児
童
が
一
人
以
上
い
る
こ
と
が

必
要
で
し
た
が
、
改
正
に
よ
り

三
人
以
上
の
児
童
の
う
ち
に
義

務
教
育
終
了
前
（
中
学
生
）
の

児
童
が
い
れ
ば
そ
の
第
三
子
か

ら
、
児
童
手
当
（
一
人
月
三
千

円
）
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
養
育
者
の
収
入
が

一
定
額
（
た
と
え
ば
扶
養
親
族

五
人
で
二
百
六
十
八
万
円
）
を

超
え
る
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

な
お
、
市
か
ら
個
人
あ
て
に

通
知
は
し
ま
せ
ん
か
ら
、
新
た

’児童手当’

支
給
の
範
囲
ひ
ろ
が
る

義
務
教
育
終
了
前
の
第
三
子
か
ら

土
地
保
有
税
は
、
一
月
一
日

以
前
一
年
以
内
に
土
地
を
取

得
し
た
人
は
、
そ
の
年
の
二

月
末
日
、
七
月
一
日
以
前
一

年
以
内
に
土
地
を
所
有
し
た

人
は
、
そ
の
年
の
八
月
三
十

一
日

以
上
が
こ
の
税
の
あ
ら
ま
し

で
す
が
、
非
課
税
な
ど
い
ろ
い

ろ
細
か
い
点
が
あ
り
ま
す
の
で

く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
三
’
二
二
一
内

線
二
一
五
番
）
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

に
該
当
さ
れ
る
方
と
、
現
在
受

け
て
い
る
方
で
、
こ
れ
ま
で
よ

り
額
が
ふ
え
る
方
も
、
す
ぐ
に

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

こ
の
手
当
は
四
月
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
手
続

き
が
四
月
以
降
に
な
り
ま
す
と

請
求
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
し

寺

篭

#蕊

か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
と
、
厚
生
年
金
加
入

者
は
被
保
険
者
証
言
国
民
年

金
加
入
者
は
年
金
手
帳
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
公
社
に
勤
め
て
い

る
方
は
勤
務
先
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
保
険
年

金
課
医
療
福
祉
係
（
三
’
一
二

一
一
内
線
二
二
五
番
）
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
民
運
動
の
図
画

コ
ン
ク
ー
ル

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
市
民
運
動
の
推
進

と
、
こ
と
し
茨
城
で
開
催
さ
れ

る
第
二
十
九
回
国
民
体
育
大
会

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

各
小
中
学
校
を
対
象
に
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
五
十
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
二
十
五
点
が
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
二
月
十
五
日
ま
で

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示
し

て
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。篭

下山田博子さん(松岡中)の作品

悪
な
さ
ん
が
、
い
ま
ま
で
加

入
し
て
い
る
交
通
災
害
共
済
の

期
間
が
、
三
月
三
十
一
日
で
終

了
し
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は

昭
和
四
十
九
年
度
分
（
昭
和
四

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
を
、
二

月
一
日
か
ら
加
入
受
付
を
は
じ

め
ま
す
の
で
、
未
加
入
の
方
も

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
加
入
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

交通災害 共済加入の受付日程 交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
よ
う

２
月
唱
日
か
ら
出
張
受
付

間 ｜期日|場期日｜ 場 時 間所時所

’ 高戸公民館横川小学校

下君田公民館

君田診療所

若栗公民館

大能公民館

三代商店

中戸川公民館

下手綱公民館

南組公民館

関口公民館

北組公民館

赤浜願成寺

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
３
４
３
２
１
３
３
３
２
１
０

２
２
９
０
１
２
１
２
９
０
１
２

１
１
１
１
１
１

一
一
一
｝
一
一
｝
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
１
０
１
５
４
０
１
０
５
４
３

１
２
９
０
０
１
１
２
９
９
０
１

１
１
１
１
１

０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
４
５
４
２
０
３
１
０
５
２

巳
。
■
■
心
甲
■
凸
■
■
■
甲

０
０
１
２
１
２
３
９
０
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

－
〉
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
３
１
３
２
０
４
０
５
４
３
０

■
叩
■
■
■
■
■
■
６
日
■
凸

９
０
１
２
１
２
２
９
９
０
１
１

１
１
１

１
１

50

40

2．18

〃

〃

〃

〃

〃

桝形倉庫前

秋山小学校

山手公民館

秋山中学校

秋山下公民館

島名公民館

石浦公民館

安良川公民館

高浜町集会所

第2分団詰所

東小学校

〃

12.20

″
″
″

な
お
、
各
連
絡
員
に
加
入
申

込
蕾
を
送
付
し
て
取
り
ま
と
め

を
お
願
い
し
、
次
の
日
程
で
出

張
受
け
付
け
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
各
個
人
で
申
し
込
む
場
合

も
、
都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
で
ご

利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

会
費
は
、
お
と
な
五
百
円
、

中
学
生
以
下
三
百
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
の
お
た
ず
ね

や
、
加
入
手
続
き
は
市
民
相
談

室
（
電
話
三

二
二
一
内
線

二
一
九
番
）
へ
お
願
い
し
ま
す

ワ1Q
~･ユ、〃

１

″
２
″
〃
〃

２
．

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３
１
０
５
２

凸
■
■
■
甲

９
０
１
１
１

１
１
１

一
一
一
一
一

Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｕ
５
４
３
０

■
６
日
■
凸

９
９
０
１
１

１
１

〃
〃
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、
鱸
“
で
零
灘
授
鞭
珪
蒸
燕
轍
雛
卿
鰈
蕊
驚
騨
郷
鍵

“

“

．

‐

、

鄙

撚

騨

幾

帥

罰

」翠ゞ難鳥碓ゞ“》一蝦趣津壁鍵一鍛瑳蕊（窃殿藍鞍・』垢慰》懲岬叩内密」鼬貼歩討蝿覗￥．ｙ

「
お
み
し
や
ぎ
」
正
月
の
行
事

蕊
零
晶
聖
Ⅲ
融
睡
、
『
．
画
薇
御
許
企
Ｌ
“
』
劃
一
恥
睡
一
・
・
０
坪
響
盗
ｒ
哩
Ｊ
ｆ
ｆ
暁
括
こ
。
．
洋
汀
寺
《
根
胃
蝉
。
“
》
。
”
鐸
圭
跳
錘
薯
識

分
団
ご
と
の
出
初
式

こ
と
し
の
澗
防
出
初
式
は
一
月
六
日
、
石
油
事

情
の
悪
化
な
ど
の
社
会
情
勢
に
よ
り
、
燃
料
節
約

の
た
め
、
恒
例
の
市
内
行
進
を
取
り
止
め
、
各
分

団
ご
と
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
第
五
分
団
の
出
初
式
Ⅱ

市溌仏

“はたち,，晴れやか
成人式は、 1月15日中央公民館で行なわれ、市内で

525人のはたちの門出を祝福しました。

この日会場や街は、女子の振袖に着飾った姿であふれ
ていました。

l 【コロ； ］ l IpUlI I Ip皿I l p］］別1 6肋

給
水
工
事
は

市
指
定
工
事
店
で

水
道
も
い
よ
い
よ
本
町
、
春

日
町
、
大
和
町
、
安
良
川
の
一

部
、
行
人
塚
、
石
河
原
地
区
に

も
給
水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
点
に
十
分
注
意
し

て
給
水
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
工
事
の
申
し
込
み
は
、
前
に

水
道
課
へ
申
し
込
ん
だ
方
も
、

必
ず
市
指
定
工
事
店
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
給
水
工
事
の

装
置
は
、
市
指
定
工
事
店
以
外

で
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
工
事
の
費
用
は
、
承
な
さ
ん

の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
。
費
用

は
材
料
、
管
の
太
さ
、
距
離
な

ど
に
よ
っ
て
連
い
ま
す
。
ま
た

場
所
に
よ
っ
て
は
共
同
施
工
の

方
法
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
水
道
課

ま
た
は
市
指
定
工
事
店
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
店

神
永
工
業
所
三
’
三
二
三

常
北
保
温
工
業
所二

’
二
二
四
一

大
松
ポ
ン
プ
エ
業
所

二
’
二
七
一
一

鈴
木
電
工
社
二
’
三
○
六
五

豊
田
工
業
所
二
’
三
五
七
一

下
山
田
管
工
所
二
’
四
五
七
五

大
勝
工
業
所
二
’
五
四
四
三

水
道
料
金
の
納
入
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
便

利
で
手
数
の
か
か
ら
な
い
、
市

水
道
事
業
指
定
金
融
機
関
の
口

座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

指
定
金
融
機
関

常
陽
銀
行
高
萩
支
店

茨
城
相
互
銀
行
高
萩
支
店

水
戸
信
用
金
庫
高
萩
支
店

日
立
信
用
組
合
高
萩
支
店

高
萩
市
農
業
協
同
組
合

水
道
管
の
凍
結
注
意

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
Ｃ
以

下
に
な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全

な
水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂

し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

む
き
出
し
の
水
道
管
や
屋
外

に
あ
る
じ
や
ぐ
ち
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
な
ど
に
は
、
保

温
材
な
ど
の
カ
バ
ー
を
取
り
付

け
ま
し
ょ
う
。

検
針
。
集
金
員
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
、
料

金
の
集
金
員
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
自
筆

履
歴
書
一
通
を
二
月
二
十
円
ま

で
に
市
水
道
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
市
水
道
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
市
水
道
課
へ

電
話
三
’
二
一
二
審

内
線
二
八
九
番

直
通
二
’
三
六
四
二
番

◇
極
間
漏
水
な
ど
の
通
報
は

高
萩
市
第
一
浄
水
場
へ

電
話
三
二
一
○
四
番
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’

○
鈴
木
勝
喜
さ
ん
Ⅱ
高
浜
町

ｌ
市
の
木
花
烏
惠
芳
で
く
だ
菖
ぃ
！
：
鰻
皇
錨
謹

一
○
○
、
○
○
○
円

２
月
犯
日
「
ｌ
Ｌ
ｌ
や
、
暑
Ｐ
↓
一
さ
｝
や
↓
↓
・
』
や
↑
．
つ
宇
野
日
油
苫
Ⅱ
高
兵
町

ま
て
に
一
、
，
″
伽
ｖ
、
‐
Ｘ
、
こ
く
Ｌ
｝
１
／
」
‐
〉
受
‐

（
つ
り
銭
の
献
金
Ⅱ
交
通
遺

市
制
施
行
二
十
周
年
と
第
二
イ
プ
キ
カ
シ
シ
イ
ス
な
お
、
ひ
と
り
一
枚
に
限
り
児
に
）
三
、
九
五
五
円

十
九
回
国
民
体
育
大
会
を
記
念
ギ
マ
ッ
（
ア
カ
マ
ッ
ク
ま
す
。
○
日
本
加
工
製
紙
労
働
組
合
青

し
、
ま
た
、
美
し
い
環
境
づ
く
ロ
マ
ッ
）
▼
締
め
切
り
二
月
二
十
八
日
年
婦
人
部

り
蝿
動
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
口
市
の
花
（
五
十
音
順
）
（
当
日
消
印
の
も
の
有
効
）
（
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
義

「
市
の
木
」
「
市
の
花
」
「
市
ツ
ッ
ジ
（
サ
ツ
キ
）
シ
バ
▼
応
募
先
・
市
役
所
国
体
事
務
損
金
）
二
、
八
一
三
円

の
烏
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
キ
〈
ギ
ハ
マ
ナ
ス
ヤ
局
（
三
’
二
一
二
内
線
二
○
高
萩
高
校
二
年
一
組

り
ま
し
た
。
マ
ザ
ク
ラ
三
五
番
）
二
、
四
一
七
円

次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
候
補
口
市
の
烏
（
五
十
音
順
）
▼
そ
の
他
：
選
定
さ
れ
た
も
の
○
鈴
木
豊
男
さ
ん
Ⅱ
県
児
童
福

と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ウ
グ
イ
ス
キ
ジ
ヒ
ョ
ド
を
応
募
し
た
者
の
中
か
ら
袖

祉
司
（
臨
海
学
園
へ
）

五
、
○
○
○
円

こ
れ
に
よ
り
み
な
さ
ん
の
投
票
リ
メ
ジ
ロ
ヤ
マ
ド
リ
選
の
と
、
若
干
名
に
記
念
品

を
い
た
だ
き
、
こ
の
投
票
に
基
▼
応
募
資
格
。
：
市
内
に
在
住
ま
を
贈
呈
し
ま
す
。
発
表
は
市
○
一
局
萩
商
店
連
合
サ
ー
、
ビ
ス
会

ス
タ
ン
プ
会
、
専
門
店
会

づ
い
て
制
定
委
員
会
が
選
定
す
た
は
在
勤
者
、
市
出
身
の
者
報
で
行
な
い
ま
す
。

（
都
は
る
み
シ
ョ
ー
益
金
の

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
▼
応
募
用
紙
：
・
官
製
は
が
き
に

一
部
）
五
○
、
○
○
○
円

難
藤
蕊
豊
：

こ
の
中
か
ら
高
萩
市
に
ふ
さ
市
の
木
、
市
の
花
、
市
の
烏
善
意

わ
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
雛
を
そ
れ
ぞ
れ
一
種
類
明
記
し

あ
、
が
と
う

ん
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
住
所
（
勤
務
先
）
氏
名
（
ふ

（
六
号
国
道
か
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市政毛蓑タニデ募集 き＝ 三
三 二

郷土「たかはぎ」の写真を募集します。 これは伸びゆく高二 三 考二，＝ 三 三
萩市を認識することと、みなさんの作品を積極的に市報など三 三 言
に掲載しようと実施することにしたものです。どうぞお気軽二 言 市政モニター制度も発足以来、 ことしで3年になります。 舅

＝

二

三 言その間いろいろな意見をみなさんからいただき、それを市政冒
にふるって応募してください。 ＝

し内容…｢たかはぎ｣を写したものなら､行事､風景､スナ菫に反映させ､その効果も徐々にあらわれはじめております。 三三
ヅプなど何でも自由です。 三 三 みなさんの市発展のためふるって応募してください。 三

三 三○資格市内居住が2年以上の人（公職をもたない人） =し規格…白黒、 カラー写真キャビネ版以上のもの。 ＝

し点数…一人何枚応募してもけつこうです。 （作品裏面に、 三 三○人員 20人（申込象多数のとぎは、こちらで選択します） 言
住所、氏名、年齢また撮影季節、場所を明記して三 三○任期昭和49年4月1日から50年3月末日まで
ください） 三 三○仕事の内容アンケートの回答、市政に対する意見、要望三

三 三 情報の提供、 モニター連絡会談出席し応募資格…市内居住者、または市内に勤務している者 三 三三

’締め切り…昭和49年3月16日 三 三○申し込み方法住所、氏名、職業、年令を明記して郵送し冒
し発表…市報4月号紙上(予定） 号 言 てください。
し賞金"特選5,000円（1名） 、入選3,000円(3人） 、佳作三 三○締め切り 昭和45年3月16B

1,000円(6名） 三 三○申し込み先市役所市民相談室
し作品の送り先･“市役所市民相談室 三 三 〔電話3-2111内線219･233番）

三 三

ヲ句ラ

ー／と／－



市 報 た か は ぎ(2月号） (B)

｢－あなたも青少年一一グループに参加しよう」
改正に該当する方

、昭和21年の軍人恩給廃止前に普通恩給

の裁定を受けた方で、加算年金があり

この加算金を算入すると在職年が多く

なる方

なお、 くわし'‘ ,ことは市福祉事務所社

会係（電話3-2111内線283番）へどうぞ

○楽しい活動

いそがしい仕事から解放されたひとと

きを、青少年のグループや団体で、あな

たの青春を思いきりぶつけ合って承る気

はありませんか。

○ためになる活動

なんでも話し合える友だちを得ること

は、何にもかえ難い価値があるといわれ

ます。良い仲間づくりのために青少年グ

ループで活動しましょう。

○明るくする活動

若者の正義感、実践力を生かして、 よ

りよい郷土、 より明るい社会づくりに貢

献し、世界中の若者と手をつなぎ理解を

深めるため青少年団体に参加しましょう

このような青少年グループ。、団体など

へ加入したい方、 またはつくってみたい

方は、市教育委員会社会教育課へどうぞ

（電話3-1125番）

「醒黛憶霞曹司
主題歌の歌詞募集中一

○家族保険の保障率がよくなりました。

配偶者、お子さん、その他承なさんの

必要性に合った種類がたくさんあり、

手軽に加入できます。

どうぞ、 しあわせな家庭を守り、住象

よい郷土をつくるために、郵便局の簡易

保険をご利用ください。

くわしいことは、郵便局の窓口、 また

は、保険外務員におたずねください。

（高萩郵便局）

－高萩ママさんバレー－

-TBSテレビに出演一」
3月9日午前7時50分から8時10分の間の

TBSテレビ「土曜デポルテ」に、東地

区ママさんバレーボール愛好会チームが

出演します。

これは、家庭婦人層の体育振興を図る

ことを目標に、東京テレビ運動部が設け

ている番組です。

－旧軍人軍属等の－

1－恩給に加算年が算入一｜
昨年の10月1，日から旧軍人軍属等の方

が受けている恩給に加算年が算入される

ことになりましたので、次に該当すると

思われる方は改定の手続きをしてくださ

い。

この対象となる方

@70歳以上、 または3月31日までに70歳

になる方で普通恩給を受けている方

＠増加恩給、傷病年金、 もしくは特例傷

病恩給を受けている普通恩給受給の方

、扶助料を受けている妻子

、70歳未満の方で、普通恩給の裁定を受

けたのち実在職1年未満の応召期間が

あり、加算年を算入すると1年以上と

なり、軍人恩給の廃止前と復活後の実

在1l雌を合計すると在職年が多くなる方

”…鱈』2月の納

､i:Iﾘｽ
Ⅱ
職！

－市民の歌、市民おどりの主題歌の歌詞

を募集しています。締め切りは2月28日

までです。 くわしいことは市商工課でお

たずねください。

なお、市報1月号に掲載した「市民の

歌」の中にあやまりがありましたので、

おわびして訂正いたします。

◇歌詞は3番まで（1行は6桁以内に）

を、 （1番は6行以内に）訂正

「燃え璽厚ﾐ段収集日-可
-(3月）－

「明るいくらしの設計に司
一簡易保険をどうぞ－ 地 域 別 ｜ 収集日

秋山誕島名、北方

大能、中戸川、福平、若栗

上君田、下君田、横川

高浜町、東本町

有明町、肥前町

安良川

本町、春日町、大和町、駒
木原、高萩炭砿、石滝

高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜

５
６
８
２
０
３
５
６
７

１
１
１
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２
２
２
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●
●
●
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①
■
●
●
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１
２
４
６
７
９
８
１
３

１
１

郵便局の簡易保|険では「明るいくらし

の設計新加入運動」を展開しています。

簡易保険は、皆さんに保険金や配当金と

してお支払いするまでの間おあずかりし

ているお金を、市役所などの関係機関を

通じて学校や住宅建設など、豊かで住ゑ

よい社会をつくるために役だてています

次に、最近発売された新しい種類と改

正された内容をお知らせします。

○1月1日から少ない掛金で大きな保障

を得られる「定期保険」を販売しまし

た。 この保険は満期がなく掛捨てとな

りますが、保障を重点とした保険です

○従来の保険は、事故や災害でけがをし

入院の場合は入院保険金、傷害の場合

は傷害保険金、万一の場合は3倍の保

険金を支払うこととなっていましたが

1月1日から、普通の病気で入院しても

保険金が支払われる「疾病傷害特約」

という制度ができました。
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市の人口と世帯数 写二

三 ＝

皇 1月1日現在 前月比 菖
冒

言人口 30． 261人 （増32） 三
三 言

壹 男 14． 864人 （増14) =
己

舅 女 15．397人 （増18) Z二

皇世帯 8．073世帯 （減2） 喜
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謡蕊溌溌
○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情･要望･意見など

○交通事故相談2月13日午前10時から4

時中央公民館交通事故専門の相談

○ねんきん相談2月20日午前9時から午

後3時まで市中央公民館

国民年金、厚生年金などに関する相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か

ら3時研修会館家庭内の心配ごと

C家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○妬婦相談毎週第1木曜日市保険年

金課妊娠中｡産後生活の心得など

－728－


